
やめよう！運転中の「ながらスマホ」
違反すると一発免停も！

1. 運転中の「ながらスマホ」に対する罰則は？

携帯電話やカーナビを使い「ながら」の運転は、道路交通法違反！

運転中の「ながらスマホ」などに対する罰則等は、以下のとおりとなります。

令和元年12月1日から、運転中にスマートフォン（スマホ）や携帯電話で通話したり、画面を見た
り、操作する「ながらスマホ」に対する罰則が厳しくなりました。しかし、依然として運転中の「なが
らスマホ」による交通事故が発生しています。「ちらっと画面を見るくらいなら大丈夫」と思うかもし
れませんが、その一瞬の油断が悲惨な交通事故を招いています。運転中にスマホ等を使用しな
ければならないときは、必ず安全な場所に停車してからにしましょう。

自動車及び原動機付自転車などの運転中の「ながらスマホ」は、道路交通法で禁止されていま
す。



2. 運転中の「ながらスマホ」による交通事故の発生状況は？

【画像目的使用】携帯電話等の画像表示部位を注視すること及び同目的でボタン操作をすること
などをいう。
【通話目的使用】携帯電話等の音声による情報伝達を目的として当該装置を用いることをいう（ハ
ンズフリーを除く。）。

近年、運転中にスマートフォンの画像を注視するなどの携帯電話使用等に起因する交通事故は
増加傾向にありましたが、携帯電話使用等の罰則等を引き上げた改正道路交通法が令和元年
12月に施行されたことや、広報啓発、交通指導取締り等の推進により、令和3年は1,394件とな
り、令和元年の2,645件と比較し大幅に減少しました。
しかし、携帯電話使用等に起因する交通事故はいまだに発生しており、その内訳をみると、カー
ナビ等を注視したことに起因する交通事故が666件と最も多く、次いで画像目的使用が651件と
なっています。



3. ながらスマホの危険性は？

さらに、令和3年の死亡事故率（死傷事故に占める死亡事故の割合）をみると、携帯電話等を使
用していた場合は、使用していない場合と比較して約1.9倍となっています。
運転中にスマホ等を使用しなければならないときは、必ず安全な場所に停車してからにしましょ
う。

「運転中にスマホを見たり操作したりするといっても、ほんの一瞬なら大丈夫」と考えているなら、
それは大きな間違いです。わずかな時間でも、スマホに気を取られ、前方の安全確認がおろそか
になって、悲惨な交通事故につながる危険性があります。
ドライバーがスマートフォンなどの画像を見ることにより危険を感じる時間は運転環境により異な
りますが、各種の研究報告によれば、2秒以上見るとドライバーが危険を感じるという点では一致
しています。
時速40kmで走行する自動車は1秒間に約11m進み、2秒間では約22m、時速60kmで走行する自
動車は1秒間に約17m、2秒間では約33m進みます。「ほんの一瞬だから」などという間違った考え
で、運転中にスマホや携帯電話を操作したり画面を見たりすることは、絶対にやめましょう。その
一瞬の間に、交通事故を起こしてしまうことがあります。





（注） 「死亡事故率」は死傷事故に占める死亡事故の割合をいう。

令和４年中の携帯電話使用等に係る交通事故件数は、1,424件で、携帯電話の画像目的使用に
起因する交通事故が700件と最も多く、次いでカーナビ等の注視が666件となっています。また、
携帯電話使用等の場合には、使用なしと比較して死亡事故率（注）が約2.4倍でした。


